
市
営
交
通

マ
ヒ
す
る
路
面
交
通

急
激
な
人
口
増
加
と
、
そ
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
は
、
通
勤
・
通
学
時
間

の
増
大
や
交
通
機
関
の
片
荷
輸
送
的
性
格
を
強
め
な
が
ら
、
朝
晩
の
通

勤
・
通
学
ラ
ッ
シ
ュ
を
ま
ね
い
て
い
る
。
さ
ら
に
、
市
内
の
交
通
機
関

と
人
口
分
布
の
状
態
か
ら
、
東
京
方
面
へ
の
通
勤
者
の
多
く
は
横
浜
の

都
心
部
を
通
過
せ
ざ
る
を
え
な
い
特
殊
事
情
が
あ
り
、
混
雑
に
拍
車
を

か
け
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
市
内
の
国
鉄
・
私
鉄
の
昭
和
四
十
三
年
度
の
一
日
あ
た
り

の
乗
車
人
員
を
み
る
と
、
国
鉄
は
三
四
万
七
、
〇
〇
〇
人
、
京
浜
急
行

は
二
三
万
四
、
〇
〇
〇
人
、
東
京
急
行
は
一
六
万
九
、
〇
〇
〇
人
、
相

模
鉄
道
は
六
万
八
、
〇
〇
〇
人
で
、
十
年
前
の
三
十
三
年
に
く
ら
べ
、

国
鉄
は
一
・
九
倍
、
京
急
は
一
・
七
倍
、
東
急
は
二
倍
、
相
鉄
は
三
・

七
倍
と
激
増
し
て
い
る
。

一
方
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
行
は
、
こ
れ
を
は
る
か
に
上
ま
わ

っ
て
お
り
、
四
十
四
年
の
神
奈
川
県
下
の
自
動
車
保
有
台
数
は
七
一
万

四
、
〇
〇
〇
台
で
、
十
年
前
の
三
十
四
年
に
く
ら
べ
、
じ
つ
に
六
・
二

倍
と
大
き
く
伸
び
て
い
る
。
し
か
し
、
道
路
の
整
備
が
こ
れ
に
追
い
つ

い
て
い
け
な
い
た
め
、
交
通
事
故
や
公
害
問
題
な
ど
を
ま
き
お
こ
し
な

が
ら
道
路
混
雑
は
年
々
激
化
し
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
路
面
交
通
機
関
で
あ
る
市
電
や
バ
ス
は
、
そ
の
影
響
を
大

き
く
受
け
、
市
電
の
平
均
運
行
時
速
は
、
三
十
五
年
の
一
五
・
四
キ
ロ

か
ら
四
十
四
年
は
一
ニ
キ
ロ
ヘ
と
お
ち
、
バ
ス
も
一
六
・
三
キ
ロ
か
ら

一
四
・
九
キ
ロ
ヘ
と
低
下
し
て
い
る
。
と
く
に
都
心
部
で
は
一
〇
キ
ロ

を
わ
り
、
一
〇
〇
人
も
の
乗
客
を
乗
せ
た
電
車
や
バ
ス
が
自
動
車
に
取

り
か
こ
ま
れ
、
わ
ず
か
数
百
メ
ー
ト
ル
を
走
る
の
に
一
〇
分
も
二
〇
分

も
か
か
る
と
い
う
ノ
ロ
ノ
ロ
運
転
で
、
路
面
交
通
機
関
は
い
や
お
う
な

く
そ
の
被
害
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
運
行
速
度
の
低
下
は
、
市
民
生
活
が
ス
ピ
ー
ド
化
さ
れ
て

い
る
現
在
、
交
通
機
関
と
し
て
の
魅
力
を
と
ぼ
し
く
し
て
、
乗
客
減
少
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を
ま
ね
き
、
し
か
も
、
同
じ
運
行
回
数
を
維
持
す
る
に
も
速
度
低
下
分

だ
け
余
分
の
車
両
と
人
員
を
必
要
と
し
、
経
営
原
価
を
増
大
さ
せ
て
い

る
。
ス
ピ
ー
ド
低
下
は
、
路
面
交
通
機
関
に
と
っ
て
は
大
き
な
痛
手
で
、

市
営
交
通
の
経
営
が
い
き
づ
ま
っ
て
き
た
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

都
市
交
通
機
関
は
、
こ
れ
ま
で
に
の
べ
て
き
た
よ
う
な
大
都
市
へ
の
人

口
集
中
と
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
、
道
路
混
雑
の
激
化
、
あ
る
い
は
物
価
の

上
昇
な
ど
経
営
を
圧
迫
す
る
経
済
的
・
社
会
的
な
外
部
要
因
が
か
ら
み

あ
っ
て
、
企
業
環
境
が
い
ち
じ
る
し
く
悪
化
し
て
い
る
た
め
、
従
来
の

交
通
体
系
と
そ
の
お
り
方
を
大
き
く
変
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
転
機

図2－23　自動車台数の増加と運
　　　　　行速度の低下

道
路

を
む
か
え
た
。

そ
こ
で
市
営
交
通
も
、
こ
う
し
た
都
市
構
造
の
変
化
か
ら
あ
ら
た
に
形

成
さ
れ
つ
つ
あ
る
交
通
形
態
に
、
量
的
に
も
質
的
に
も
対
応
で
き
る
新

し
い
交
通
体
系
を
確
立
す
る
た
め
、
市
電
の
廃
止
と
バ
ス
網
の
拡
充
整

備
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
近
代
的
大
量
輸
送
機
関
で
あ
る
高
速
鉄
道

の
建
設
に
着
手
し
た
。

市
電
四
十
六
年
度
に
全
廃

市
電
は
、
明
治
三
十
七
年
七
月
、
横
浜
電
気
鉄
道
株
式
会
社
（
大
正
十

年
四
月
、
市
が
買
収
し
市
営
と
な
る
）
の
手
に
よ
っ
て
、
神
奈
川
～
大

江
橋
間
二
・
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
営
業
を
開
始
し
て
以
来
、
六
〇
余
年

に
わ
た
る
長
い
間
、
都
市
交
通
の
主
役
と
し
て
、
乗
客
輸
送
は
も
と
よ

り
、
都
市
発
展
の
た
め
に
も
大
き
な
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
市
電
は
、
交
通
ラ
ッ
シ
ュ
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
低
下
、
都

心
部
人
口
の
減
少
、
さ
ら
に
は
国
鉄
根
岸
線
の
開
通
な
ど
、
事
業
経
営

上
致
命
的
と
も
い
え
る
大
き
な
影
響
を
受
け
た
た
め
、
乗
客
数
は
、
昭

和
三
十
六
年
の
一
日
三
〇
万
九
、
〇
〇
〇
人
を
ピ
ー
ク
と
し
、
四
十
年

に
は
二
四
万
八
、
〇
〇
〇
人
と
年
々
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
市
電
の
収
入
は
減
少
し
、
一
方
、
支
出
は
物
価
上
昇
に
よ
り
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図2－24　市電廃止計画

増
大
す
る
な
ど
、
営
業
収
支
は
年
々
悪
化
し
、
極
度
の
経
営
不
振
に
お

ち
い
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
市
電
は
、
現
代
の
市
民
生
活
の
ス
ピ
ー
ド
に
対
応
で
き
な

い
交
通
機
関
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
そ
の
経
営
も
大
き
な
赤
字
と
な
っ
て

き
た
た
め
、
四
十
一
年
度
か
ら
四
十
六
年
度
ま
で
の
六
年
計
画
で
、
全

廃
す
る
こ
と
に
し
た
。

廃
止
後
は
、
高
速
鉄
道
を
根
幹
機
関
と
し
、
機
動
性
に
と
む
バ
ス
を
そ

の
補
充
機
関
と
し
、
相
互
に
有
機
的
な
連
け
い
を
保
ち
な
が
ら
、
市
民

輸
送
を
確
保
す
る
計
画
で
あ
る
。

な
お
、
市
電
廃
止
を
開
始
し
た
直
前
の
四
十
年
度
末
に
お
け
る
営
業
路

線
は
五
一
・
七
九
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
運
転
系
統
数
は
十
二
本
、
運
転

車
両
数
は
一
五
七
両
、
一
日
の
平
均
乗
客
数
は
二
四
万
八
、
〇
〇
〇
人

で
あ
っ
た
が
、
四
十
四
年
度
末
で
は
、
営
業
路
線
は
二
五
・
二
四
七
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
、
運
転
系
統
数
は
六
本
、
運
転
車
両
数
は
七
七
両
、
一
日

の
平
均
乗
客
数
は
九
万
二
、
〇
〇
〇
人
と
な
り
、
営
業
規
模
は
ほ
ぼ
半

減
し
て
い
る
。
長
い
間
、
市
民
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
市
電
も
、
四
十

六
年
度
中
に
は
横
浜
か
ら
ま
っ
た
く
そ
の
姿
を
消
す
こ
と
に
な
る
。

358



輸
送
効
率
の
下
が
る
バ
ス

市
営
交
通
は
、
こ
れ
ま
で
都
心
部
の
輸
送
は
主
と
し
て
市
電
が
、
ま
た

内
陸
部
、
郊
外
部
の
輸
送
は
市
バ
ス
が
担
当
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ

れ
か
ら
の
市
バ
ス
は
、
市
電
の
代
替
機
関
、
高
速
鉄
道
の
補
完
機
関
と

し
て
の
役
割
も
受
け
持
つ
こ
と
に
な
る
の
で
、
新
し
い
見
地
か
ら
検
討

を
加
え
、
高
速
鉄
道
と
と
も
に
都
市
交
通
の
一
翼
を
担
う
交
通
機
関
と

し
て
、
そ
の
使
命
を
は
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
で
市
バ
ス
は
、
市
電
の
廃
止
が
始
ま
っ
た
昭
和
四
十
一
年
度
か
ら

四
十
四
年
度
ま
で
の
四
年
間
に
、
新
車
五
二
〇
両
を
購
入
し
、
う
ち
二

〇
八
両
は
老
朽
車
の
代
替
に
あ
て
、
在
籍
車
両
と
し
て
は
三
一
二
両
を

増
車
し
、
毎
年
度
約
七
〇
両
、
合
計
二
六
七
両
の
輸
送
力
を
増
強
し
て

き
た
。
す
な
わ
ち
市
電
代
替
一
三
路
線
に
一
〇
九
両
を
、
団
地
造
成
、

工
場
進
出
な
ど
に
よ
る
新
設
一
三
路
線
に
二
六
両
を
、
既
設
線
の
増
強

に
一
三
二
両
を
投
入
し
て
き
た
。

こ
の
結
果
、
四
十
四
年
度
末
に
お
い
て
は
、
営
業
路
線
は
三
九
一
・
○

四
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
系
統
数
は
一
〇
一
本
と
な
り
、
年
間
一
日
平
均

の
輸
送
実
績
は
、
運
転
車
両
数
六
四
二
両
、
走
行
キ
ロ
数
八
万
六
、
七

一
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
乗
客
数
三
九
万
五
、
〇
〇
〇
人
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
を
市
電
廃
止
直
前
の
四
十
年
度
と
く
ら
べ
る
と
、
そ
の
増
加
率
は
、

市
営
交
通
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営
業
路
線
で
は
一
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
系
統
数
で
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、

運
転
車
両
数
で
は
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
走
行
キ
ロ
で
は
三
四
パ
ー
セ
ン

ト
、
乗
客
数
で
は
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
そ
れ
ぞ
れ
大
幅
な
伸
び
を
し

め
し
て
い
る
。

だ
が
、
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
は
、
運
転
車
両
数
が
五
五
パ
ー
セ
ン

ト
も
ふ
え
て
い
る
の
に
、
走
行
キ
ロ
数
は
三
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
乗
車
人

員
は
わ
ず
か
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
し
か
ふ
え
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
一
車
あ
た
り
の
走
行
距
離
と
乗
車
人
員
が
低
下
し
て
い
る
こ
と

を
し
め
し
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
道
路
混
雑
に
よ
る
ス
ピ
ー
ド
低
下
、

都
市
の
ド
ー
ナ
ツ
化
現
象
な
ど
に
よ
る
ラ
ッ
シ
ュ
輸
送
の
増
大
、
オ
フ

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
乗
客
減
少
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
市
バ
ス
も
年
々
輸
送

効
率
低
下
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
深
刻
な
事
態
に
た
た
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
市
バ
ス
は
、
も
う
一
つ
乗
務
員
の
募
集
難
と
い
う
大
き
な
悩

み
を
か
か
え
て
い
る
。
交
通
事
業
は
、
年
中
無
休
で
、
早
朝
深
夜
の
長

時
間
に
わ
た
る
不
規
則
な
勤
務
で
あ
る
た
め
、
こ
の
特
殊
な
勤
務
条
件

や
給
与
な
ど
の
関
係
か
ら
、
最
近
、
乗
務
員
の
応
募
者
が
き
わ
め
て
少

な
く
、
そ
の
確
保
に
お
わ
れ
て
い
る
実
情
で
あ
る
。

市
バ
ス
は
、
こ
の
よ
う
な
人
手
不
足
や
、
押
し
寄
せ
る
都
市
化
の
波
に

お
び
や
か
さ
れ
な
が
ら
も
、
増
大
す
る
輸
送
需
要
に
こ
た
え
る
た
め
、

図2－25　バスー車あたり走行キロ・乗車人員
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毎
年
度
約
七
〇
両
の
輸
送
力
を
増
強
し
、
よ
り
良
い
市
民
の
足
の
確
保

に
努
力
し
て
き
た
。
し
か
し
、
利
用
者
か
ら
は
、
バ
ス
輸
送
に
つ
い
て
、

な
お
多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
「
正
時
運
転
の
励

行
」
「
運
転
車
間
隔
の
短
縮
」
「
終
車
時
刻
の
延
長
」
「
新
規
路
線
の
設

定
」
な
ど
で
あ
る
。

公
営
企
業
で
あ
る
市
バ
ス
は
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
か
さ
ね
、
こ
れ
ら
の

要
望
に
こ
た
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
市
バ
ス
を
と
り
ま
く
、

こ
ん
に
ち
の
き
び
し
い
企
業
環
境
の
な
か
で
、
そ
の
実
現
を
は
か
る
た

め
に
は
、
さ
ら
に
普
通
車
路
線
の
ワ
ン
マ
ン
化
を
促
進
す
る
と
同
時
に
、

こ
の
さ
い
バ
ス
路
線
全
般
に
つ
い
て
新
し
い
見
地
か
ら
検
討
を
加
え
、

通
勤
バ
ス
の
高
速
道
路
利
用
、
路
線
の
整
理
統
合
、
長
距
離
系
統
の
分

断
な
ど
、
乗
客
の
流
れ
に
適
し
た
バ
ス
網
の
効
率
的
再
編
成
を
実
施
す

る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
あ
と
で
の
べ
る
大
衆
輸
送
機
関
の
優
先
通
行
の
確
保
な
ど
、
大

都
市
交
通
の
基
本
問
題
に
つ
い
て
も
、
さ
ら
に
強
力
な
運
動
を
進
め
、

そ
の
具
体
策
の
実
現
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
は
伸
び
悩
む

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
は
、
バ
ス
よ
り
も
輸
送
力
が
大
き
く
、
市
電
よ
り
も
経

市
営
交
通

費
の
か
か
ら
な
い
交
通
機
関
と
し
て
、
昭
和
三
十
四
年
に
開
設
し
た
も

の
で
、
当
初
は
、
三
ッ
沢
西
町
～
常
盤
園
前
間
七
・
七
四
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
を
同
年
七
月
に
部
分
開
通
し
、
そ
の
後
三
ッ
沢
西
町
～
常
盤
園
前

を
結
び
、
全
線
九
・
四
八
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
循
環
路
線
を
同
年
十
二

月
に
開
通
し
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
。

四
十
四
年
度
に
お
い
て
は
、
運
転
車
両
数
は
二
〇
両
で
、
一
日
平
均
二

万
五
、
〇
〇
〇
人
の
乗
客
を
輸
送
し
て
い
る
。
こ
の
路
線
は
、
近
年
め

ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
て
い
る
横
浜
駅
西
口
を
起
点
と
す
る
循
環
路
線

で
、
立
地
条
件
に
め
ぐ
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
、
開
業
当
初
か

ら
市
民
の
協
力
を
え
て
、
全
車
終
日
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
ふ
み
き
っ
た
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
営
業
成
績
は
良
好
で
、
三
十
六
年
度
以
降
黒
字
経
営

を
続
け
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
沿
線
の
道
路
混
雑
は
、
近
年
、
そ
の

激
し
さ
を
ま
し
、
運
転
効
率
を
い
ち
じ
る
し
く
低
下
さ
せ
、
乗
客
は
伸

び
悩
み
の
状
況
と
な
っ
て
き
た
。
し
か
も
、
車
両
を
は
じ
め
変
電
所
、

架
線
な
ど
の
諸
施
設
は
、
近
く
更
新
の
必
要
に
せ
ま
ら
れ
て
い
る
の
で
、

ト
ロ
リ
ー
バ
ス
よ
り
も
経
費
が
か
か
ら
ず
、
機
動
性
に
と
む
バ
ス
ヘ
の

切
替
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
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市
営
交
通
の
財
政
再
建

市
営
交
通
に
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
よ
り
、
公
共
性
と
経
済
性
の
二

つ
の
性
格
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
市
営
交
通
は
、
民
間

企
業
の
よ
う
に
利
潤
追
求
を
一
義
的
と
す
る
営
利
本
位
の
経
営
は
許
さ

れ
な
い
。
交
通
機
関
の
不
便
な
地
域
に
は
、
あ
る
程
度
採
算
を
無
視
し

て
も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
。
し
か
し
、
経
営
は
独
立
採
算
制
を
と
ら

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
苦
し
い
立
場
に
お
か
れ
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
物
価
上
昇
な
ど
に
よ
る
経
営
原
価
の
増
大
に
た
い
し
て

は
、
電
車
・
バ
ス
の
ワ
ン
マ
ン
化
の
促
進
か
ら
、
高
齢
職
員
の
勧
奨
退

職
ま
で
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
企
業
内
合
理
化
に
最
大
の
努
力
を
か
さ
ね
て

き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
企
業
内
合
理
化
に
は
、
お
の
ず

か
ら
限
界
が
あ
る
た
め
、
企
業
内
努
力
の
み
に
よ
っ
て
市
営
交
通
の
収

支
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
こ
と
は
、
き
わ
め
て
困
難
な
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
た
だ
で
さ
え
困
難
な
経
営
の
な
か
で
、
企
業
環
境
は
、

さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
年
々
悪
化
し
て
い
る
た
め
、
市
営
交
通
の
経
営

は
大
き
な
赤
字
と
な
り
、
昭
和
四
十
年
度
末
の
累
積
赤
字
は
、
六
八
億

円
に
も
の
ぼ
っ
て
し
ま
っ
た
。

市
営
交
通
の
こ
う
し
た
財
政
事
情
は
、
横
浜
市
ば
か
り
で
な
く
大
都
市

交
通
共
通
の
問
題
で
、
国
に
お
い
て
も
早
急
に
救
済
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
必
要
を
認
め
、
四
十
一
年
七
月
、
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
を
改

正
し
、
公
営
交
通
事
業
に
財
政
援
助
の
手
を
さ
し
の
べ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

そ
こ
で
、
横
浜
市
も
積
極
的
に
将
来
の
市
営
交
通
の
あ
り
方
を
考
え
、

企
業
の
体
質
改
善
を
す
す
め
る
と
と
も
に
、
国
の
援
助
を
受
け
な
が
ら
、

五
十
四
年
度
ま
で
に
累
積
赤
字
を
解
消
す
べ
く
「
横
浜
市
交
通
事
業
財

政
再
建
計
画
」
を
つ
く
り
、
四
十
一
年
十
月
、
財
政
再
建
団
体
と
な
っ

た
。
計
画
の
骨
子
は
、
お
お
む
ね
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

①
バ
ス
路
線
を
拡
充
整
備
し
、
昭
和
四
十
六
年
度
末
ま
で
に
市
電
を
全

廃
②
昭
和
四
十
五
年
度
末
ま
で
に
、
市
電
全
路
線
を
ワ
ン
マ
ン
化

③
昭
和
四
十
五
年
末
ま
で
に
、
切
替
可
能
な
バ
ス
全
路
線
を
ワ
ン
マ
ン

化
（
八
五
パ
ー
セ
ン
ト
）

④
国
か
ら
の
再
建
債
利
子
の
一
部
補
給

⑤
本
市
一
般
会
計
か
ら
電
車
事
業
欠
損
金
の
一
部
補
助

⑥
職
員
に
た
い
す
る
諸
手
当
の
整
理
統
合

⑦
事
務
事
業
の
合
理
化
に
よ
る
職
員
定
数
の
削
減

⑧
不
要
財
産
の
本
市
一
般
会
計
な
ど
へ
の
売
却
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市
営
交
通
の
課
題

市
営
交
通
は
、
二
〇
〇
万
都
市
か
ら
三
〇
〇
万
都
市
へ
と
発
展
す
る
横

浜
市
に
ふ
さ
わ
し
い
交
通
網
を
確
立
す
る
と
同
時
に
、
極
度
に
悪
化
し

た
財
政
の
建
直
し
を
は
か
る
こ
と
が
、
も
っ
と
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
大
き
な
赤
字
を
か
か
え
て
い
る
市
電
の
廃
止
と
バ
ス

網
の
効
率
的
再
編
成
を
積
極
的
に
す
す
め
る
と
と
も
に
、
都
市
交
通
の

根
幹
と
な
る
高
速
鉄
道
の
建
設
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
大
都
市
交
通
問
題
は
、
一
都
市
の
み
で
解

決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
国
家
的
な
問
題
と
し
て
、
そ
の
政
策
・
財

政
面
な
ど
に
つ
い
て
、
国
お
よ
び
関
係
機
関
の
さ
ら
に
強
力
な
援
助
が

望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
と
く
に
つ
ぎ
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、

す
み
や
か
に
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

大
衆
交
通
機
関
の
優
先
通
行
＝
バ
ス
の
輸
送
効
率
が
、
乗
用
車
よ
り
は

る
か
に
優
れ
て
い
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
と
こ
ろ
で
、
道
路
は
も
っ

と
も
有
効
に
使
用
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
衆
の
た
め
の
大
量
輸
送
機
関
で
あ
る
バ
ス
の
優
先
通
行
を
確
保
す
る

た
め
、
駐
車
規
制
の
線
か
ら
面
へ
の
強
化
、
自
家
用
車
な
ど
の
都
心
部

へ
の
乗
入
れ
制
限
、
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
の
設
定
な
ど
有
効
な
具
体
策
を

す
み
や
か
に
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

市
営
交
通

大
都
市
交
通
の
一
元
化
＝
横
浜
市
内
に
は
、
市
バ
ス
の
ほ
か
民
営
八
社

の
バ
ス
が
乗
り
入
れ
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
市
バ
ス
と
競
合
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
経
営
主
体
の
分
立
は
、
交
通
体
系
・
運
賃
体
系
・
輸
送
効

率
な
ど
の
面
で
、
バ
ス
経
営
を
む
ず
か
し
く
し
て
お
り
、
利
用
者
に
と

っ
て
も
不
便
で
不
経
済
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
不
合
理
を
排
除
し
、

機
能
の
効
率
を
は
か
り
、
さ
ら
に
は
都
市
計
画
と
の
一
体
性
を
確
保
す

る
た
め
に
も
、
市
民
の
総
意
を
反
映
で
き
る
自
治
体
へ
の
交
通
一
元
化

を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
面
の
方
策
と
し
て
は
、
競
合
路
線

の
整
理
、
改
善
な
ど
を
推
進
し
、
そ
の
実
を
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

国
か
ら
の
財
政
援
助
の
強
化
＝
市
営
交
通
の
再
建
、
バ
ス
事
業
の
拡
充
、

高
速
鉄
道
の
建
設
な
ど
に
要
す
る
資
金
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
か
ら

起
債
、
補
助
金
、
利
子
補
給
な
ど
の
か
た
ち
で
財
政
援
助
を
受
け
て
い

る
が
、
こ
ん
に
ち
の
き
び
し
い
企
業
環
境
の
中
で
、
こ
れ
ら
の
大
事
業

を
計
画
ど
お
り
に
遂
行
し
て
い
く
た
め
に
は
、
よ
り
長
期
低
利
の
建
設

資
金
の
供
給
、
補
助
金
の
増
額
、
償
還
条
件
の
改
善
な
ど
、
国
か
ら
の

財
政
援
助
措
置
を
さ
ら
に
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

物
価
上
昇
の
抑
制
＝
市
営
交
通
の
運
賃
は
、
市
民
生
活
へ
の
影
響
な
ど

か
ら
、
か
な
ら
ず
し
も
物
価
上
昇
に
見
合
っ
た
改
定
が
な
さ
れ
ず
、
と

き
に
は
政
府
の
公
共
料
金
抑
制
策
に
よ
っ
て
、
ス
ト
ッ
プ
を
か
け
ら
れ
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た
こ
と
も
あ
る
。
昭
和
二
十
六
年
当
時
の
バ
ス
ス
タ
ー
ト
運
賃
十
五
円

が
二
〇
円
に
改
定
さ
れ
た
の
は
四
十
年
の
こ
と
で
、
じ
つ
に
十
四
年
間

も
す
え
お
か
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
、
市
営
交
通
の
大
き
な
赤

字
累
積
の
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
運
賃
を
適
正
な
も
の
か
ら
遠
ざ
け
て

い
る
物
価
上
昇
に
つ
い
て
は
、
政
府
で
さ
ら
に
有
効
適
切
な
措
置
を
講

ず
る
必
要
が
あ
る
。

文
　
化

市
民
ホ
ー
ル
開
館

昭
和
四
十
五
年
二
月
、
市
民
待
望
の
「
横
浜
市
民
ホ
ー
ル
」
が
、
中
区

住
吉
町
に
開
館
し
た
。
こ
の
ホ
ー
ル
は
洋
画
の
封
切
館
と
し
て
市
民
に

親
し
ま
れ
て
き
た
元
横
浜
宝
塚
劇
場
を
改
装
し
た
も
の
で
、
安
い
料
金

で
市
民
の
催
し
や
集
ま
り
に
利
用
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。
伊
勢
佐

木
町
や
関
内
駅
に
近
い
都
心
部
に
あ
る
た
め
交
通
の
便
に
恵
ま
れ
、
場

所
的
に
は
申
し
ぶ
ん
な
い
。
座
席
が
一
、
三
〇
〇
席
あ
り
、
大
人
数
の

催
し
に
適
し
て
い
る
。
ま
だ
日
が
浅
い
の
で
連
日
ホ
ー
ル
が
ふ
さ
が
る

ほ
ど
の
盛
況
で
は
な
い
が
、
利
用
者
は
尻
上
が
り
に
ふ
え
て
き
て
い
る
。

四
十
五
年
四
月
か
ら
八
月
ま
で
の
五
ヵ
月
間
の
利
用
状
況
を
み
る
と
、
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